
第 2 号議案 

令和 2 年度 事業計画案 

（令和 2 年 4 月 1 日～令和 3 年 3 月 31 日） 

 

 

≪はじめに≫ 

令和元年度は氷温技術に新機軸が明確に加わりました。 

鮮度が良くなる、おいしくなるという効果に加え、健康機能性が高まることが証明され、

特許化がなされました。実際の商品においても実証化が進み、「氷温熟成氷室豚」が豚肉で

は国内初となる機能性食品としての認定を国から受けました。氷温技術を施すことにより、

様々な食品で抗酸化作用や抗アレルギー作用、高血圧・動脈硬化予防効果などが高まるこ

との期待が食品業界から寄せられています。 

 また、令和元年度は氷温食品の認定が 800 品目を超え、大手 CVS や小売りスーパーな

どでの販売展開が強力に進められました。また機器分野での氷温認定も行われ、家庭用冷

蔵庫と日本酒セラーが認定を取得しました。氷温市場のすそ野は一層の広がりを見せてお

ります。 

 普及事業においては、会員企業の動きをリアルタイムに伝えていく試みが新たにスター

トしました。公式サイトおよび公式 SNSにおいて、会員情報の発信が毎日行われており、

一般消費者への認知が高まっております。 

令和 2年度はそれぞれの地域で展開される動きを軸にしながら一層の氷温普及および氷

温食品の創出に努めるとともに、会員各位の事業展開が拡大するよう、多角的な普及活動

に力を入れてまいります。また、食品流通業界だけではなく、一般消費者の方々にも認定

制度に基づいた「氷温食品」の高い信頼性を周知していくための活動を積極的に行ってま

いります。 

 

 

≪公益目的事業≫ 

 公益社団法人として社会的役割を果たしていくため、様々なセミナー、イベント及び広

報活動を通じて普及啓発を行い、あらゆる食品の氷温適性、貯蔵、熟成効果の調査研究を

行い、氷温技術を用いた氷温食品、氷温機器として認定を行うことを通じて正しく氷温を

伝える。  

 

 

≪公益目的事業の内容≫ 

－普及啓発および調査研究事業－ 

浸透力のある強化普及事業として、氷温に取り組む会員の増加を図るとともに不特定多

数の方々に氷温食品を認知していただく活動を推進していくことにより、安全で健康的な

氷温食品を市場に多数提供し、公益社団法人としての社会的役割を果たしていく。氷温認

定制度と認定マークの役割を一般消費者および食品関連業界に広く知っていただくことに

より、氷温食品の市場価値をさらに高めていき協会の発展につなげていく。 



1）普及啓発 

・機能性向上効果の実証例の収集とセミナーでの発信 

・第 36回氷温研究全国大会の開催 

・氷温食品を主役としたイベントの開催 

・「氷温技術セミナー」など各地での勉強会、ワークショップの開催 

    ・氷温食品の訴求方法、販売方法に関する研修会の実施 

    ・氷温食品の表示方法、賞味期間に関する勉強会の実施 

    ・会員企業共同での新商品開発の推進 

・会員企業における社内勉強会の実施 

・外食店舗メニューにおける氷温マークやレジスタードマークの表示促進 

    ・氷温食品および会員事業例のプレス発表など広報活動、取材活動の積極的展開 

・教育現場（中学、高校、大学など）での氷温講話 

    ・協会賞各賞の選定および授与 

 

2） 調査研究 

・生鮮品貯蔵、加工品製造、流通技術に関する試験委託、調査分析委託 

 

3） 情報収集提供 

・公式サイト、公式 SNSなどで会員情報を毎日発信 

・認定氷温食品を画像および動画での紹介 

・協会パンフレットの全面的リニューアル 

・認定マークと認定制度についてあらゆる媒体で発信 

・「氷温ニュース」の発行（№225～№230までの 6号） 

・公式ホームページ、スマートフォンサイトのリニューアル 

・「氷温食品」の普及のぼりの制作、頒布、貸与 

・「氷温食品入門」改訂版（第 2刷）の PRをはじめ、氷温関連図書・パンフレ 

ットなどの頒布 

    

4) 協会賞 

  ・贈呈者の選定など 

 

－氷温機器および氷温食品認定事業－ 

  公益社団法人として不特定かつ多数の利益増進に寄与するという観点から、氷温食品

および氷温機器の認定を行うことにより、消費者にとって安全かつ質の高い食品の供給

に寄与できる活動を行っていく。 

・食品 850品目の達成、氷温機器類の品質、規格の認定及び定期検査の実施等 

    ・消費者へ正しい氷温食品だと認知していただくため認定マーク表示の推奨強化 

 

 

 


